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鹿児島県伝統工芸品大島紬活性化・推進の試み(第Ⅳ報)

１．緒　言

　鹿児島の複合火山帯で知られる霧島，指宿は温泉が湧き出し，九州有数の観光地である。
2011年春九州新幹線鹿児島ルートの全線開業から１年を迎えた。鹿児島銀行調査研究機関６）鹿
児島経済研究所は2012年３月６日，九州新幹線経済波及効果は県外からの来訪客並びに宿泊者が
増え， 463億7600万円とする試算を発表している。筆者が平成22年，県外からの宿泊者が増え
ることを想定して取り組んだ７）研究は，温泉旅館に宿泊された方々に寛ぐための大島紬の羽織
の試着実験を行い快適性の実験を試みた。この結果，大島紬は軽くて着心地のよい先染め絹織
物であることが実証された。この際に実施したアンケート調査に高齢者の方より大島紬のコー
ト，ガウンがほしいという要望が記されていた。
　この要望に基づきキルティング加工を施した大島紬を用いてコートを製作し，快適性の要因
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　大島紬は鹿児島県奄美大島が発祥の地で，１）２）古代染色技法と締め機を用いた高度の技で絣
文様を織り上げた伝統工芸品である。３）真綿から紡いだ糸をテーチキの樹皮を煎じた液と鉄分
の多い泥土を用いて染めると黒褐色に染まり，その色合いが醸し出す柔らかい光沢やしなや
かな風合いは快い着心地を呈し，全国的にも高い知名度を博している。この４）高級織物は昭和
2年の生産数356，094反と最高であったが，その後は減少傾向が続いている。さらに戦後の５)生
活スタイルの洋装化に伴い，日本伝統の和服を着る機会が少なくなったことや，高価であるこ
とから需要が低迷し衰退の一途をたどっている。この為，伝統の技を継承する後継者不足も危
ぶまれ，危機的な状況の中で新たな商品開発などの研究や取り組みが行われている。
　鹿児島の自然と先人たちの絶え間ざる研鑽によって作り上げられた伝統工芸品大島紬を継承
するため，大島紬のブランドを生かした洋装の商品化を試み活性化を図る。
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の１つである保温性について着用実験を試みた。
１．研究方法
⑴　大島紬の力学的特性
　�　大島紬の力学的特性を理解するために，布の厚さ，糸密度，重量に加えて被服形成上重要

な要因である硬軟度，防皺率について測定した。硬軟度は45°カンチレバー法，防皺率はモ
ンサント法で測定した。

　１）糸密度　１㎠の経，緯糸の本数を針で1本1本確かめながら調べた。
　２）布の厚み
　　�試験片の５箇所に図１にように印をつけ，印の部位の８）厚さを測定器で測りその平均値を求

める。図２は布を上下のプレートで挟んで測定している。

　３）重量
　　布はOhaus　Portable　Electronic　Scaleを用いて測定する。
　　�図３に示すように，10㎠試験片の重さを測定し1㎠平方に換算

して求める。

　４）硬軟度　
　　�45°９）カンチレーバー法で測定する。45°の斜面上に水

平に押し出した資料の先端が垂れて，斜面に接する時
の長さを測る。

　　�試験片は２×15㎝のサイズ，図４に示すように経・緯方
向を５枚ずつ測定し，平均値を求める。

　５）防皺率
　　10）モンサント法で測定する。（図５）
　　�1.5×４㎝の布を直角に２つ折りにし500ｇの加重を

５分間加え，除重して試験片の半分を試験機のホ
ルダーにはさみ，他の半分を垂直に垂らし５分間
放置してから回復角をよむ（図５）

　　　防皺率＝（開角度／ 180）×100

　値の大きい方がしわになりにくい。

ドレス反物 コート反物 キルティング加工

図2　厚さ計

図３　Portable Electronic Scale

図１　試験片

図４　45°カンチレバー法

図５　モンサントクリーズテスタ・500g錘
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⑵　コートのパターン作図
　１）キルティングコートについて
　　�　文化式原型を用い，11）ラグラン袖、12）ショールカラーのコートを製図する。ラグランス

リーブは袖ぐりがアームホールに位置せず衿ぐりから袖山が始まるような袖の形である。
クリミヤ戦争中に英軍司令官が考案，袖ぐりが深いため着脱しやすく動きやすいのが特徴
である。

　　�　衿のショールカラーは別名糸瓜衿(へちまえり)ともいわれ，後ろから返り止りまで刻
みがなく，ちょうどショールを掛けた時のように肩から打ち合わせまでなだらかに続いて
いるもので，外套やガウンなどによく用いられている。

　２）シーティング(仮縫い用生成りの綿織物)による試作・試着，パターンの補正
　　�　試着では周径項目（バスト，ヒップ）のゆとりは適切であった。衿は綿の厚みがあるた

め，落ち着きが悪かったので不足分を切り開いて左右４箇所に1.5㎝ずつ，合計６㎝のゆと
りをくさび形に入れ馴染むように補正する。

⑶　大島紬の選択
　１）色相と文様
　　�　大島紬は文様が鮮明な13)14）経緯絣，少しかすれた文様の緯絣，縞柄等の絣文様がある。

今回はコートに相応しい15）16)泥染めの黒褐色に大きな芭蕉の葉模様が織り出されている紬
を求めた。反物は加工糊を除去する湯どおしを行い，柔らかな風合いとソフトな光沢をよ
り引き出すことができた。

　２）キルティング加工
　　�　キルト加工は滋賀県高島市にあるキルト工業に試験的に可能であるか依頼した結果，予

想通りのキルト加工ができることが判明したので図案を選んで依頼することにした。
　３）コートの製作期間
　　製作期間　　平成22年４ ～ 10月，試着実験：平成24年７月
⑷　保温性の試着実験
　�　冬季のキルティングコート着装並びにファッションショーでは軽くて暖かいなどの快適性

の評価を得ることができた。
　�　この評価を基に，実際にどの程度，保温効果があるかについて調べる。キルティング加工

のコートと23年度に製作した大島紬のドレスを用い，比較する実験を行った。実験室は空調
管理できる部屋で室温24℃，湿度は55 ～ 60％の範囲内に設定し，椅子に腰掛け静止した姿
勢で行った。

　�　17）デジタル温湿度計センサーを背部の左右の肩甲骨の間に装着（図９），皮膚と肌着の間の
18）被服気候を測定する。肌着は薄いシルクの素材を着用，この上に実験服を羽織ることにし
た。先端についているセンサーのスイッチを温度と湿度に切り替えることで温湿度が表示さ
れる。

　�　キルティングコートとドレスをくり返し５回試着し，測定時間は試着時点から５分間おき，
10，15，20，25，30分まで７回の温度と湿度を測定，時間の経過に伴う保温の変化を調べる。
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３．結果及び考察
　⑴　布地の力学的特性
　布地の力学的測定結果

　表１・２に示すように大島紬は和服用素材であるため，布幅は38 ～ 39㎝前後に織られている。
織りの組織は平織りで糸密度は双方とも経31本，緯26 ～ 28本で打ち込み数が多い。大島紬は
経糸の１９）密度を算（よみ）という単位で表している。経糸80本が１算で,13算と15.5算が主で
あるが特殊品として１８算もある。キルティングコート並びにドレスの大島紬は15.5算で経糸を
１㎝幅に約31本使用し，13算は1cm幅に２６本使用している。紬の筬巾は40㎝であることから経
糸の本数は15.5算の場合，15.5×80＝1，240本使用している反物である。
　緯糸の打ち込みは表１・２に示すようにキルティングコートとは28本，ドレスは26本の密度
である。20）一般に糸の密度が高いもの程，品質がよく高級品とされている。布地の厚さは0.19
～ 0.20㎜と殆ど差がない。重さはコート地0.011，ドレス地0.017で殆ど差がないがキルティン
グは綿と裏布がついているために0.09g重さが増している。
　硬柔度は経方向3.4 ～ 3.6㎝，緯方向4.1 ～ 4.3㎝で双方とも殆ど差はないといえる。防皺

温湿度センサー 背部にセンサーを装着して測定

図９　デジタル温湿度計

　　　　　　　　表１　キルティングコート大島紬の力学的特性� 測定5回の平均値

布幅㎝ 糸密度本/㎡ 厚さ　㎜ 重量ｇ/㎡ 硬軟度㎝ 防皺率　％

38.5
経方向　31 0.19 0.011 経方向　3.6 経方向　79.3

緯方向　28 ｷﾙﾃｨﾝグ　0.28 ｷﾙﾃｨﾝグ　0.026 緯方向　4.1 緯方向　77.3

表２　ドレス用大島紬の力学的特性

布幅㎝ 糸密度本/㎡ 厚さ　㎜ 重量ｇ/㎡ 硬軟度㎝ 防皺率％

38.5 経31　緯26 0.20 0.017 経3.4　　緯　4.3 経70.9　緯　68.1
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率はキルティングの経方向79.3%，緯方向77.3%，ドレスの布地は経方向70.9％，緯度方向
68.1％であり双方とも防皺製に優れていることを表している。この結果，キルティング及びド
レスの素材の力学的特性は，ほぼ類似している。
　以上の結果から大島紬は薄くて軽く皺もよりにくい織物であるといえる。
一方，２１）糸密度は打ち込み数が多いために縫製段階において，いせ込みや延ばしなどくせとり
が難しく立体化への技法が課題といえる。デザインやシルエットを十分に考慮したパターン作
図や裁断を行うことが必要である。
⑵　キルティングコートのパターン作図　
　�　コートの作図は２２）文化ファッション大系服飾造形講座　コート・ケープ編に示されている

パターンメーキングを参考にした。　
　�　バスト83㎝，ヒップ92㎝，コート丈90㎝，袖丈52㎝の身体寸法で作図する。さらに衿はギャ

ザーを寄せてボリュームを出すために衿ぐりを10等分し，外の円周に2.5㎝ずつ9箇所と中心
にくさび形のゆとりを入れ切り開いた。　

　　後ろ身ごろ，前身ごろ，衿の展開は図10，11に示すとおりである。
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⑶　裁断及び本縫製
　�　大島紬は布幅が38㎝前後に仕上げられているのでこの幅に入るように前身ごろは２パーツ

のパネルラインを用いて展開した。特にショールカラーはキャザーの寄せ方をバランスよく
整える。他の縫製についてはシーティングによる試作をもとに縫製した。写真１は完成した
試験服のキルティングコート（ベルト無し・ベルト付）並びにロングドレスを示した。　

⑷　温湿度測定結果
　�　キルティングのコート及びドレスの温湿度のデータを折れ線グラフで表すと表3，４の通り

である。グラフはエクセル統計を用いて解析した。

キルティングコート・ドレス

表３　衣服気候温度の変化

時間 試着時 5 10 15 20 25 30分

ドレス 25.2 28.1 29.1 29.9 30.2 30.4 30.6

コート 27.7 30.1 31.0 31.5 31.8 31.9 32.2

単位：℃
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　�　衣服気候について，キルティング加工したコートと裏地のついていないドレスの保温効果
はグラフ図12に示すようにほぼ平行に上昇傾向を示した。

　�　温度と湿度が快適な衣服内気候，温度32±１℃，湿度50±10％に達する時間はキルティン

表４　衣服気候　湿度の変化

時間 試着時 5 10 15 20 25 30分

ドレス 47.0 40.3 40.0 37.1 35.4 35.8 35.3

コート 44.4 39.9 38.1 35.8 34.7 33.5 33.8

単位：％

33
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30
29
28
27
26
25

℃

試着時 5 10 15 20 25 30分

ドレス

コート

図12　温度の変化
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グコートは着用後約５分を要したのに対し，ドレスは約10分程度要した。これはコートの中
にある２３）２４）綿には多くの空気を含んでいるため，空気の熱伝導率が表６に示すように小さい
ため保温効果が大きいといえる。

　�　キルティングコートは暖まりやすく，しかも30分経過後の保温力はキルティングコートが

ドレスよりも約２℃高い値を示した。この結果から感覚による暖かいという評価を実験によっ
て客観的な数値で確かめることができた。

　�　次に相対湿度については２５）衣服内気候の温度が上昇すると相対湿度は減少する傾向を示し
た。これは衣服内温度が高くなるほど空気は水蒸気を多く含むことを表している。衣服内の
湿度は図13に示すように約40 ～ 50％は快適な湿度の値である。

　�　以上の結果，キルティングコート着装による暖かいと感じる感覚的な温度と湿度の値を客
観的に明らかにすることができた。

４．まとめ

　鹿児島の伝統工芸品大島紬の活性化･推進の試みとして，これまで和装袴の洋装化の試み，
コートやドレスの商品化に向けて取り組んできた。
　今回は大島紬にキルティング加工を施して製作したコートと市販されている大島紬を活用し
たドレスを製作し快適な衣服内気候について比較実験を行った結果は次のとおりである。
１）�大島紬の力学的測定結果は非常に薄くて軽く，防皺性も良好であることから，生体への負

荷が少ない高級織物といえる。
２）�糸の経，緯の打ち込み数が多いため張りがあり，縫製上，いせや延ばしに課題があるがキ

ルティング加工では技法上の問題は生じなかった。
３）�大島紬は妨皺性に優れるがキルティング加工の大島紬は綿に入っている空気のためにしわ

ができにくく形態安定性に優れる。
４）�キルティングコートは暖まりやすくしかも保温力があることが判明した。
　　これは綿に含まれる空気は熱伝導率が小さいために保温効果があることを示している。
５）�キルティングのコート着用による感覚的な暖かさは着用実験の値によって保温効果あるこ

とを客観的に明らかにすることができた。
６）�衣服内の相対的湿度は温度が上昇すると減少傾向を示した。これは空気の温度が高いほど

表6　繊維の熱伝道率

繊維 空気 毛 綿 絹

熱伝導率
λ[W/m・K]

0.026 0.165 0.243 0.371

相対熱伝導率 1 7.3 17.5 6.4
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水蒸気を多く含むことができるためと判断できる。
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